参加申込書

2016年IARU HF World Championship JARL HQ 
●申込書は「HQ局の公募と運用等に関する要領」を参考に、Wordファイル（このまま）で、oper(at)jarl.org ((at)は@に読み変えます)宛て、２月２９日までにメールの添付ファイルでお申し込みください。なお、例示項目は削除して、そのスペースに記入してください。
参加申込メールには返信ファイルで受領の旨を必ず送付しますので、申込者は受信確認をおこなってください。

 １　グループ・団体名
	（例）JARLモールスクラブ


 ２　連絡者の〒・住所・氏名・コールサイン・TEL・e-mailアドレス
	（例）〒170-8073東京都豊島区南大塚３－４３－１

	（例）豊島　太郎　JA1JARL

	（例）03-3988-3000/090-3988-3000

	（例）oper@jarl.org


 ３　運用予定場所
	（例）東京都豊島区南大塚３－４３－１

	（例）大塚ＨＴビル屋上特設シャック


 ４　運用可能バンド・出力・アンテナ
	（例）3.5/3.8MHz 1kW（20mH  ロータリーダイポール）

	（例）7MHz 1kW（20mH  3エレメント八木）

	（例）21MHz 1kW（25mH  5エレメント八木）


　　　　　　※同時運用可能な送信機台数：（例）1kWｘ１台、200Ｗｘ１台
５　応募について
　　（１）基本事項：「公募および運用等に関する要領」を参考にして「参加形態」について選択してください。
	□
	(a)
	□
	(b)


(a)か(b)のどちらを、□→■に変更してください。
（２）運用に関する事項：同上
　　①　参加希望について（a）か（ｂ）のどちらかを、□→■に変更してください。　　　　　
	□
	(a)
	□
	(b)


② (a)(b)どちらを選択しても、第１希望バンド・モードをご記入ください。　　
	第１希望バンド・モード


③ (b)を希望された方は、（ｂ－１）　（ｂ－２）のどちらかを、□→■に変更してください。　　
	□
	(b-1)
	□
	(b-2)


（３）申告スコア

　　　　　　（例）：７ＭＨz　SSB　２０００QSO　５０マルチ　１４万点
６　運用予定者

　運用予定者の、コールサイン、氏名、会員非会員の別を明記してご記入願います。（記入しきれない場合は欄を追加してください）
	（例）JA1JARL
	（例）豊島太郎（代表）
	会員

	（例）JA１JARM
	（例）豊島次郎（連絡者）
	会員

	（例）JA1JARN
	（例）大塚太郎
	会員

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


７　MLへの登録申し込み
申込受付後、連絡用のメーリングリスト（ML）を設置します。運用担当のバンド・モードの検討が必要な場合はこのＭＬで行うほか、HQ局担当者同士の情報交換などのためにも利用いたしますので、必要なメンバーの登録をお願いします。
なお、ML上でのやり取りの内容はML登録者以外への転送はしないでください。関係者で情報共有する必要がある場合は、このMLに参加登録をしておいてください。（記入しきれない場合は欄を追加してください）
	（例）JA1JARL
	（例）豊島太郎（代表）
	（例）jarlhq@mailinglist.jp

	（例）JA１JARM
	（例）豊島次郎（連絡者）
	（例）ja2hq@mailinglist.jp

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


８　誓約書の提出について
HQ各局の担当割りが決定し、本コンテストへの参加に際しては電波法の遵守など簡単な「誓約書」を提出していただきます。
９　ロードマップ（予定）
２月　２９日に応募締め切り
４月　中旬ごろまでに参加局（担当割り）を決定　誓約書の提出
５月　末までに開局申請
７月　上旬に開局、第２週末にコンテスト参加
· この申込書は、次の要領で送信してください。（問い合わせがあれば、同じあて先にお願いします）。
宛先　　oper(at)jarl.org (at)は@に読み変えます　 
件名：【2016 HQ局応募】
本文：連絡者のコールサインとお名前
添付ファイル：本WORDファイル

